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ヘミングウェイ効果
―課題達成に失敗することが動機づけを高める―
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問題と目的

課題達成に失敗することは，一般的に動機づけ

を下げると考えられがちであるが，条件によって

は動機づけを高める場合がある。

文豪ヘミングウェイは，ある雑誌において「文

章を書く秘訣」を尋ねられ，「一番の方法は，『ま

だもう少し書けそう』という時に書くのをやめる

ことだ。これを毎日続ければ，書けなくなること

はない」 ）と述べている。

そこで，本研究では，「課題達成までの残りが少

なくなればなるほど，その課題を達成したいとい

う動機づけが高くなる」という現象を，「ヘミング

ウェイ効果」（ ら， ）と名付け，検証を

行った。

研究１

実験参加者 大学生 名。新聞のコラムを原稿

用紙に書き写す課題を時間内に行う様に指示し，

書き写し終わった者から挙手をするように指示し

た。参加者の内，一部の者が挙手した時点で全員

に課題を終了するように指示し，課題未完了の参

加者がいるように意図した。その後，書き終わる

までの残りの文字数を記録してもらい，課題の残

りをどれくらいやりたいかを， 件法で回答して

もらった。

結 果

課題の残りの文字数と，課題への動機づけの関

係を検討した。その結果，残りの文字数がすくな

るほど，課題に対する動機づけが高くなることが

明らかになった。

課題の残りと動機づけの関係

研究２

課題の構造化の程度と「ヘミングウェイ効果」

の生起について検討を行った。「『構造化されてお

らず，達成すべきことが不明確な課題』よりも，

構造化されており，『達成すべきことが明確にな

っている課題』の方が，『ヘミングウェイ効果』

が生起しやすい」と仮説を立て，検証した。

実験参加者 大学生 名。

構造化なし群 幼稚園から高校までの思い出を書

いて下さいと指示。

構造化あり群 第一段落に，幼稚園から小学校ま

での思い出を，第二段落に，中学校から高校まで

の思い出を書いて下さいと指示。

課題の残りと動機づけの関係

結 果

「課題達成までの残りが少なくなればなるほど，

その課題を達成したいという動機づけが高くなる」

という「ヘミングウェイ効果」は，課題が構造化

されており，「何をすればよいか」明確になってい

る課題ほど顕著に現れることが明らかになった。
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